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【緒言】超短パルスレーザーはその繰り返し周波数を大きくすることにより、超大容量の光通信

のための光源開発や、物質内の超高速で起こる物理現象の測定などへの応用が期待される。我々

は分子光変調に基づいた、10 THz を超える超高繰り返し超短光パルス列の新しい発生法を提案し

た。超短光パルス列の発生を実証するためには、その時間波形を正確に評価する必要がある。そ

こで本研究では、干渉型の非線形自己相関法を用いた超高繰り返し超短パルス光の時間波形測定

法を開発した。 

【実験】光学系を Fig.1 に示す。

Ti:Sapphire レーザーから発生した連

続発振光（波長：800 nm）をまず水

素を充填した光共振器に入射し、分

子光変調によって超高繰り返し光

パルス列へ変換した。その後マイケ

ルソン型の干渉計を通した後に、

BBO 結晶に集光することで第二次高調

波（SHG）を発生させた。可動なレトロリフレクター2に

より遅延を与えながら SHG を光電子増倍管で測定する

ことにより、干渉型非線形自己相関波形を測定した。 

【結果及び考察】測定したスペクトルを Fig.2 に、自己

相関波形を Fig.3に示す。Figure.2 は共振器内出力が波長

800 nm の基本光、840 nm のストークス光、765 nm の

アンチストークス光を含んでいることを示している。

Figure.3の結果より、水素分子の分極率の超高速な変化

を利用して発生させたこのパルス列の繰り返し周波数

は 17.6 THz = 1/56.8 fsと算出され、水素の回転遷移の周

波数と一致した。また、測定された波形は計算から予想

される二次の非線形干渉型自己相関波形によく一致した。 
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Fig.3 Autocorrelation waveform 
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Fig.1 Optical system 
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